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は
じ
め
に

　　
『
拾
遺
和
歌
集
』
以
前
、
十
世
紀
後
半
に
成
立
し
た
と
み
ら
れ
る
私
家

集
『
赤
人
集
』
は
、『
萬
葉
集
』
巻
十
の
前
半
部
（
一
八
一
二
～
二
〇
九

二
）
を
、
題
詞
・
左
注
も
ふ
く
め
て
、
ほ
ぼ
排
列
ど
お
り
に
な
ら
べ
た
特

異
な
歌
集
で
あ
る
。
そ
の
伝
本
系
統
は
、
以
下
の
よ
う
に
整
理
す
る
の
が

一
般
的
と
な
っ
て
い
る（

１
）。

第
一
類
本　

�

西
本
願
寺
本
系　

西
本
願
寺
本
蔵
三
十
六
人
集
「
あ
か

人
」　

三
五
四
首

第
二
類
本　

�

正
保
版
本
歌
仙
歌
集
本
系（

２
）　

書
陵
部
蔵
（
五
一
〇
・
一

二
）「
赤
人
集
」　

二
五
一
首

第
三
類
本　

�

陽
明
文
庫
本
系　

陽
明
文
庫
蔵
三
十
六
人
集
（
サ
・
六

八
）「
赤
人
集
」　

二
四
一
首

　

西
本
願
寺
本
は
天
永
三
年
（
一
一
一
二
）
以
前
に
書
写（

３
）さ

れ
た
と
お
ぼ

し
く
、
現
存
す
る
『
赤
人
集
』
伝
本
の
な
か
で
、
も
っ
と
も
古
い
本
で
あ

る
。
一
方
、
第
二
類
本
の
最
古
写
本
・
資
経
本
の
書
写
は
十
三
世
紀
末（

４
）、

陽
明
文
庫
本
は
近
世
初
期（

５
）ま

で
く
だ
る
。
こ
の
三
系
統
に
は
、
複
数
の
脱

落
箇
所
（
一
八
九
一
～
九
九
番
相
当
歌
な
ど
）
の
一
致
や
、
二
首
の
萬
葉

『
赤
人
集
』
三
系
統
の
先
後
関
係

─
『
萬
葉
集
』
巻
十
抄
本
の
変
遷
史
─

池
原
陽
斉
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歌
（
一
九
六
〇
、
六
一
）
を
一
首
に
す
る
と
い
っ
た
共
通
項
が
あ
る
。
三

系
統
の
祖
本
が
同
一
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
徴
証
と
い
っ
て
よ
く
、
こ

の
点
に
関
し
て
は
、
山
崎
節
子
の
論
証（

６
）に

疑
問
の
余
地
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
山
崎
が
真
名
本
赤
人
集
の
潜
在
を
想
定
し
、
三
系
統
を
、
そ

の
真
名
本
を
個
別
に
訓
読
し
た
結
果
と
推
定
す
る
点
に
関
し
て
は
、
い
さ

さ
か
の
疑
問
が
あ
る
。
す
で
に
別
稿
で
指
摘
し
た
と
お
り
、『
萬
葉
集
』

と
対
照
す
る
と
、『
赤
人
集
』
の
三
系
統
に
は
、
個
別
に
訓
読
さ
れ
た
結

果
と
は
考
え
に
く
い
本
文
が
複
数
存
在
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る（

７
）（

以
下
、

赤
人
集
歌
の
引
用
に
際
し
て
は
、
西
本
願
寺
本
を
「
西
」、
書
陵
部
本
を

「
書
」、
陽
明
文
庫
本
を
「
陽
」
と
略
記
す
る
。
ま
た
、
傍
線
・
傍
点
は
稿

者
に
よ
る
）。

天
漢　

安
川
原　

定
而　

神
競
者　

磨
待
無�（
萬
葉
集
・
二
〇
三
三
）

あ
ま
の
か
は
や
す
の
か
は
ら
に
さ
た
ま
り
て　

か
ゝ
る
わ
か
れ
は

と
く
と
ま
た
な
ん�

（
西
・
二
九
七
）

あ
ま
の
か
は
や
す
の
か
は
ら
に
さ
た
ま
り
て　

か
ゝ
る
わ
か
れ
は

と
く
と
ま
た
な
む�

　
（
書
・
一
七
七
）

あ
ま
の
河
や
す
の
か
は
ら
の
さ
た
ま
り
て　

か
ゝ
る
わ
か
れ
は
と

く
と
ま
た
な
む�

（
陽
・
一
九
二
）

春
霞　

流
共
尓　

青
柳
之　

枝
喙
持
而　

鶯
鳴
毛

�

（
萬
葉
集
・
一
八
二
一
）

は
る
か
す
み
わ
か
れ
て
と
も
に　

あ
を
や
き
の
え
た
く
ひ
も
ち
て

う
く
ひ
す
な
き
つ�

（
西
・
一
二
四
）

は
る
か
す
み
わ
か
れ
て
と
も
に　

あ
を
や
き
の
枝
く
ひ
も
ち
て
う

く
ひ
す
な
き
つ�

（
書
・
七
）

春
か
す
み
わ
か
れ
て
と
も
に　

青
柳
の
枝
く
ひ
も
ち
て
鶯
な
き
つ

�

（
陽
・
八
）

　

萬
葉
歌
の
傍
線
部
「
神
競
者　

磨
」、「
流
共
尓
」
に
相
当
す
る
箇
所

が
、『
赤
人
集
』
で
は
三
系
統
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
か
ゝ
る
わ
か
れ

は
」、「
わ
か
れ
て
と
も
に
」
と
あ
る
。
い
ず
れ
も
漢
字
に
即
さ
ぬ
本
文

で
、
個
別
に
訓
読
さ
れ
た
結
果
と
は
見
做
し
が
た
い
。
こ
う
い
っ
た
例
は

ほ
か
に
も
数
多
く
、
三
系
統
共
通
の
祖
本
に
仮
名
文
が
存
し
た
と
考
え
な

い
と
説
明
に
窮
す
る
。

　

稿
者
は
以
上
の
点
を
ふ
ま
え
、
附
訓
本
巻
十
抄
本
が
『
赤
人
集
』
の
原

形
で
は
な
い
か
と
推
定
し
た
こ
と
が
あ
る
が（

８
）、

そ
の
成
否
は
と
も
か
く
、

三
系
統
が
真
名
本
か
ら
、
並
列
的
に
派
生
し
た
と
考
え
に
く
い
こ
と
は
た

し
か
で
あ
る
。
三
系
統
の
関
係
に
つ
い
て
は
再
検
討
を
必
要
と
し
よ
う
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
と
く
に
『
萬
葉
集
』
巻
十
か
ら
の
変
遷
と
い
う
点
に

着
目
し
、
こ
の
問
題
を
考
察
す
る
。
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な
お
、
近
時
に
な
っ
て
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
か
ら
異
本
赤
人
集
が
紹
介

さ
れ
た（

９
）。

葉
室
光
俊
（
真
観
）
周
辺
で
書
写
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
私
家

集
群（

（1
（

、
い
わ
ゆ
る
真
観
本
の
一
本
で
、
鎌
倉
中
期
の
古
写
本
で
あ
る
。
巻

十
の
前
半
部
の
う
た
が
排
さ
れ
て
い
る
点
は
従
来
の
系
統
と
同
様
で
あ
る

が
、
歌
数
が
一
四
五
首
と
第
二
類
本
、
第
三
類
本
よ
り
も
百
首
ほ
ど
少
な

い
、
巻
十
・
一
八
四
三
番
相
当
歌
「
昨
日
こ
そ
と
し
は
く
れ
し
か　

は
る

か
す
み
か
す
か
の
や
ま
に
は
や
た
ち
に
け
り
」（
西
・
一
四
一
、
書
・
二

四
、
陽
・
二
七
）
か
ら
は
じ
ま
る
、
他
系
統
の
伝
本
に
み
え
な
い
う
た

（『
萬
葉
集
』
巻
八
・
一
四
三
三
の
類
歌
）
が
存
す
る
等
々
、
三
系
統
の
い

ず
れ
に
も
属
さ
な
い
本
文
を
持
つ（

（1
（

。『
赤
人
集
』
伝
本
系
統
研
究
の
再
編

を
う
な
が
す
内
容
を
持
つ
本
と
い
っ
て
よ
い
。

　

し
か
し
『
萬
葉
集
』
巻
十
の
側
か
ら
み
る
と
、
従
来
の
三
系
統
以
上
に

脱
落
歌
の
多
い
伝
本
で
、
書
写
年
代
こ
そ
ふ
る
い
も
の
の
、
後
発
的
な
内

容
の
本
文
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、『
萬
葉
集
』
巻
十
と
の
関

係
を
考
え
る
う
え
で
は
俎
上
に
載
せ
に
く
い
。
す
る
と
、
真
観
本
に
関
し

て
は
別
に
論
じ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
か
ら
、
本
稿
で
は
従
来
の
三
系
統

の
関
係
に
対
象
を
し
ぼ
っ
て
検
討
す
る
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
三
系
統
の

先
後
関
係
に
つ
い
て
、
詞
書
や
注
記
も
ふ
く
め
た
本
文
的
徴
証
を
指
摘

し
、
そ
の
一
端
な
り
と
も
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

一
　
書
陵
部
本
増
補
歌
群
の
性
格

　

そ
れ
で
は
、『
赤
人
集
』
三
系
統
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
三
系
統
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
と
、
こ
の
点
に

関
す
る
研
究
史
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
山
崎
が
指
摘
す
る（

（1
（

と
お
り
、
西

本
願
寺
・
書
陵
部
本
と
、
陽
明
文
庫
の
あ
い
だ
に
は
無
視
し
え
な
い
相
違

が
あ
る
の
で
、
ま
ず
は
そ
の
点
を
確
認
す
る
。

①
西
本
願
寺
本
・
書
陵
部
本
に
あ
る
『
萬
葉
集
』
の
赤
人
歌
四
首
（
巻

三
・
三
二
五
、
巻
六
・
九
一
九
、
巻
八
・
一
四
二
四
、
二
七
番
相
当

歌
）
が
陽
明
文
庫
本
に
な
い
。

②
『
萬
葉
集
』
巻
十
と
対
照
す
る
と
、
西
本
願
寺
本
・
書
陵
部
本
は
、

巻
頭
近
く
を
は
じ
め
、
六
箇
所
に
わ
た
っ
て
排
列
が
乱
れ
て
い
る

が
、
陽
明
文
庫
本
に
は
ほ
と
ん
ど
乱
れ
が
な
い
。

　

こ
の
二
点
な
ど
を
根
拠
に
、
山
崎
は
西
本
願
寺
本
と
書
陵
部
本
が
ち
か

い
関
係
に
あ
り
、
陽
明
文
庫
本
は
や
や
距
離
を
置
く
本
と
判
断
す
る
。
基

本
的
に
は
追
認
す
べ
き
見
解
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
比
較
的
ち
か
い
関
係
に

あ
る
と
目
さ
れ
る
西
本
願
寺
本
と
書
陵
部
本
で
あ
る
が
、
こ
の
二
本
に
も

以
下
の
よ
う
な
相
違
の
あ
る
こ
と
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
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③
西
本
願
寺
本
の
冒
頭
か
ら
一
一
六
番
歌
ま
で
は
『
大
江
千
里
集
』
の

句
題
を
削
除
し
た
歌
群
で
、
一
一
七
番
歌
以
降
が
巻
十
相
当
歌
と

な
っ
て
い
る
。

④
書
陵
部
本
の
巻
末
に
は
、
同
本
内
部
で
の
重
複
歌
六
首
を
ふ
く
む
増

補
歌
群
十
六
首
が
排
さ
れ
て
い
る
（
二
三
六
～
五
一
番
歌
）。

　

ど
う
し
て
排
列
等
の
一
致
す
る
二
本
に
、
こ
の
よ
う
な
相
違
が
生
じ
て

い
る
の
か
。
③
に
つ
い
て
は
す
で
に
別
稿
で
私
見
を
述
べ
て
お
り（

（1
（

、
ま

た
、
そ
の
詳
細
は
「
三
系
統
の
先
後
関
係
」
を
検
証
す
る
と
い
う
本
稿
の

目
的
と
も
直
接
に
は
か
か
わ
ら
な
い
の
で
割
愛
す
る
。
こ
こ
で
は
先
行
研

究
を
ふ
ま
え
、
④
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
書
陵
部
本
増
補
歌
群
十
六
首

の
採
取
元
に
つ
い
て
は
、
排
列
を
根
拠
に
藤
田
洋
治
が
「
陽
明
文
庫
本

系
」
の
『
赤
人
集
』
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
定
し
て
い
る
。

こ
の
増
補
歌
群
は
一
体
ど
の
よ
う
な
赤
人
集
か
ら
増
補
さ
れ
た
の

か
、
全
く
不
明
な
が
ら
、
西
本
願
寺
本
系
統
に
は
こ
の
十
六
首
の
う

ち
七
首
し
か
見
ら
れ
ず
、
万
葉
集
か
ら
引
用
し
た
と
す
る
と
他
の
万

葉
集
歌
三
十
八
首
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
の
説
明
が
付
か
な
い
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
陽
明
Ａ
本
（
本
稿
の
陽
明
文
庫
本
と
同
じ

─
稿
者
注
）
の
よ
う
な
系
統
を
想
定
す
れ
ば
矛
盾
な
く
解
決
す
る

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
二
五
一
番
歌
だ
け
排
列
を
異
に

す
る
が
、
他
の
十
五
首
は
陽
明
Ａ
本
の
排
列
通
り
に
並
ん
で
い
る
の

で
あ
る（

（1
（

。

　

藤
田
が
述
べ
る
と
お
り
、
陽
明
文
庫
本
に
は
書
陵
部
本
増
補
歌
群
が
す

べ
て
存
し
て
お
り
、
排
列
も
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
蓋
然
性
の
た
か
い
推
定
と

い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
、
現
存
伝
本
の
書
写
年
代
こ
そ
近
世
初

期
ま
で
く
だ
る
も
の
の
、「
陽
明
文
庫
本
系
」
の
成
立
は
書
陵
部
本
系
の

最
古
写
本
で
あ
る
資
経
本
以
前
に
さ
か
の
ぼ
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
み

て
よ
い
。

　

し
か
し
「
陽
明
文
庫
本
系
」
の
古
態
性
は
、
そ
の
ま
ま
現
存
の
陽
明
文

庫
本
の
本
文
の
ふ
る
さ
に
直
結
す
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
。
前
掲
藤
田

論
文（

（1
（

が
具
体
例
と
し
て
提
示
す
る
「
花
は
さ
き
み
は
な
ら
す
と
て
」（
陽
・

四
一
）
と
「
は
な
は
さ
き
む
め
は
ち
ら
ね
と
」（
書
・
二
四
一
）
を
は
じ

め
、「
う
ち
な
ひ
き
春
立
ぬ
ら
し
あ
お
や
き
の
」（
陽
・
七
）
と
「
う
ち
な

ひ
き
春
た
ち
ぬ
ら
し
わ
か
や
と
の
」（
書
・
二
三
八
）、「
梅4

の
花
我
は
ち

ら
さ
て
あ
ふ
み
に
て
」（
陽
七
七
）
と
「
さ
く
ら

4

4

4

花
わ
れ
は
ち
ら
さ
て
あ

を
に
よ
し
」（
書
・
二
四
四
）
な
ど
、
陽
明
文
庫
本
と
書
陵
部
本
増
補
歌

群
に
は
異
同
が
少
な
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

既
述
の
と
お
り
「
書
陵
部
本
系
」
の
最
古
写
本
資
経
本
は
十
三
世
紀
末
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に
書
写
さ
れ
て
い
る
の
で
、「
陽
明
文
庫
本
系
」
は
そ
れ
以
前
に
存
在
し

て
い
た
と
判
断
で
き
る
。
こ
の
「
陽
明
文
庫
本
系
」
の
本
文
は
、
現
在
の

陽
明
文
庫
本
と
は
大
き
く
相
違
す
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
同
本
に
関
し
て

は
、
本
文
と
排
列
等
の
情
報
と
を
区
別
し
て
捉
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
。

二
　
西
本
願
寺
本
の
脱
落
歌

　

書
陵
部
本
増
補
部
と
対
照
す
る
と
、「
陽
明
文
庫
本
系
」
は
資
経
本
を

さ
か
の
ぼ
る
が
、
陽
明
文
庫
本
の
本
文
に
関
し
て
は
そ
の
か
ぎ
り
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、「
陽
明
文
庫
本
系
」
は
書
写
の
過
程

で
改
変
（
誤
写
・
意
改
な
ど
）
さ
れ
て
い
っ
た
と
お
ぼ
し
い
わ
け
で
あ
る

が
、
こ
の
本
文
の
改
変
と
い
う
現
象
は
、
同
一
の
祖
本
を
持
つ
と
み
ら
れ

る
『
赤
人
集
』
三
系
統
の
先
後
関
係
を
考
え
る
場
合
に
、
看
過
し
え
な
い

問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
よ
う
に
お
も
う
。

　

と
い
う
の
も
、
現
存
最
古
写
本
で
あ
る
西
本
願
寺
本
と
『
赤
人
集
』
の

原
形
に
あ
た
る
『
萬
葉
集
』
巻
十（

（1
（

を
見
合
わ
せ
、
か
つ
他
系
統
の
本
文
と

も
比
較
し
て
み
る
と
、
西
本
願
寺
本
の
本
文
に
は
古
態
を
と
ど
め
て
い
な

い
と
見
做
せ
る
例
が
散
見
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

自
古　

擧
而
之
服　

不
顧　

天
河
津
尓　

年
序
経
去
来

天
漢　

夜
船
滂
而　

雖
明　

将
相
等
念
夜　

袖
易
受
将
有

�

（
二
〇
一
九
、
二
〇
）

む
か
し
わ
か
あ
け
て
こ
ろ
も
を
か
へ
さ
ね
は　

あ
ま
の
か
は
ら
に

と
し
そ
へ
に
け
る

天
河
よ
ふ
ね
う
か
ひ
て
あ
け
ぬ
と
も　

あ
は
ん
と
お
も
ふ
た
も
と

か
へ
さ
む�

（
書
・
一
六
三
、
六
四
）

　

右
の
赤
人
集
歌
は
書
陵
部
本
を
引
用
し
た
が
、
陽
明
文
庫
本
も
小
異
こ

そ
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
同
形
で
存
し
て
い
る
。
訓
読
の
あ
り
よ
う
を
検
討

し
て
い
け
ば
問
題
は
少
な
く
な
い
が
、
著
し
く
萬
葉
歌
の
形
を
逸
脱
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
一
方
、
西
本
願
寺
本
に
は
大
き
な
相
違
が
あ
る
。

む
か
し
あ
け
て
こ
ろ
も
を
か
さ
ね
あ
ま
の
か
は　

あ
ま
の
か
は
ふ
ね

う
か
ひ
あ
け
ぬ
と
も�

（
西
・
二
八
六
）

　
　
　
　

心
え
ね
は
か
ゝ
す

　

西
本
願
寺
本
の
上
三
句
が
二
〇
一
九
番
歌
の
初
句
か
ら
四
句
に
、
下
二

句
が
二
〇
二
〇
番
歌
の
上
三
句
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
、

本
来
は
二
首
で
あ
っ
た
も
の
を
一
首
に
誤
認
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
前
者
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の
第
四
句
と
後
者
の
初
句
に
い
ず
れ
も
「
あ
ま
の
か
は
」
と
あ
る
こ
と
な

ど
が
誤
認
の
理
由
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
誤
認
が
原
因
と
な
っ
て
、
西

本
願
寺
本
の
前
段
階
の
『
赤
人
集
』
に
二
〇
二
〇
番
歌
下
二
句
の
残
存
部

分
が
か
な
り
不
自
然
な
姿
で
記
載
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
西
本
願
寺
本
書
写

者
は
「
心
え
ね
は
か
ゝ
す
」
と
注
記
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

さ
ら
に
、
同
本
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。

藤
浪　

咲
春
野
尓　

蔓
葛　

下
夜
之
戀
者　

久
雲
在�

（
一
九
〇
一
）

ふ
ち
な
み
の
さ
く
の
へ
こ
と
に
は
ふ
く
す
の�

（
西
・
一
八
四
）

一
年
迩　

七
夕
耳　

相
人
之　

戀
毛
不
過
者　

夜
深
徃
久
毛　
一

云
、
不
盡
者　

佐
宵
曽
明
尓
来�

　
（
二
〇
三
二
）

　
　
　
　
　
　
　

つ
ね
に
あ
か
ぬ�
（
西
・
二
九
六
）

　

前
者
は
西
本
願
寺
本
が
下
二
句
を
缺
く
例
、
後
者
は
原
形
す
ら
ほ
と
ん

ど
と
ど
め
て
い
な
い
が
、
排
列
上
は
二
〇
三
二
番
歌
に
対
応
し
て
い
る
。

と
く
に
後
者
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
な
奇
妙
な
本
文
が
生
ま
れ
た
の
は
、
ど

の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
の
か
。
考
え
ら
れ
る
事
態
と
し
て
は
、
書
陵
部
本

に
「
ひ
と
ゝ
せ
に
な
ぬ
か
の
よ
し
も
あ
ふ
人
の　

こ
ひ
も
あ
か
ね
は
よ
ふ

け
ゆ
く
か
も
」（
一
七
六
、
陽
明
文
庫
本
一
九
一
も
ほ
ぼ
同
文
）
と
あ
る

の
で
、
そ
の
傍
線
部
が
部
分
的
に
改
変
さ
れ
、「
つ
ね
に
あ
か
ぬ
」
と
し

て
の
こ
っ
た
、
と
い
う
あ
た
り
だ
ろ
う
か
。

　

な
に
ぶ
ん
残
存
す
る
文
言
が
僅
少
で
あ
り
、
た
し
か
な
こ
と
は
不
明
と

い
う
ほ
か
な
い
が
、
問
題
は
、「
つ
ね
に
あ
か
ぬ
」
が
西
本
願
寺
本
に
記

載
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
和
歌
と
し
て
ま
っ
た
く
解
釈
す
る

こ
と
の
で
き
な
い
こ
の
一
文
す
ら
も
書
き
と
め
た
西
本
願
寺
本
書
写
者

に
、「
心
え
ね
は
か
ゝ
す
」
と
諦
観
さ
れ
た
前
掲
二
〇
二
〇
番
相
当
歌

は
、
意
味
を
と
れ
る
文
で
す
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
同
本

の
本
文
の
混
乱
を
示
唆
す
る
一
例
と
い
っ
て
よ
い
。

　

な
お
、
巻
十
・
一
九
〇
一
、
二
〇
三
二
相
当
歌
に
缺
落
が
あ
る
の
は
西

本
願
寺
本
の
み
で
、
左
記
の
と
お
り
、
書
陵
部
本
は
全
形
を
と
ど
め
て
い

る
（
陽
明
文
庫
本
七
二
、
一
九
一
も
ほ
ぼ
お
な
じ
）。

ふ
ち
な
み
の
さ
く
の
へ
こ
と
に
は
ふ
く
す
の　

わ
れ
か
よ
は
ひ
は
ひ

と
し
く
も
あ
れ�

（
書
・
六
五
）

ひ
と
ゝ
せ
に
な
ぬ
か
の
よ
し
も
あ
ふ
人
の　

こ
ひ
も
あ
か
ね
は
よ
ふ

け
ゆ
く
か
も�

（
書
・
一
七
六
）

　

現
存
す
る
伝
本
の
書
写
年
代
を
基
準
と
す
れ
ば
、
西
本
願
寺
本
か
ら

『
千
里
集
』
部
分
を
の
ぞ
き
、
増
補
歌
群
十
六
首
を
添
加
し
た
本
が
書
陵
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部
本
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
わ
け
だ
が
、
如
上
の
例
は
そ
の
可

能
性
を
減
殺
さ
せ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
、
一
度
こ
の
よ
う
に
捉
え

な
お
し
て
み
る
と
、
西
本
願
寺
本
に
は
不
審
な
本
文
が
少
な
く
な
い
こ
と

に
気
付
く
。

　

三
　
長
歌
の
改
変

　

つ
ぎ
の
長
反
歌
な
ど
も
、『
萬
葉
集
』
と
西
本
願
寺
本
の
距
離
、
ま
た

『
赤
人
集
』
三
系
統
の
先
後
関
係
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
格
好
の
材
料
と

い
っ
て
よ
い
。

　
　
　

夏
雑
歌

　
　
　
　

詠
鳥

大
夫
之　

出
立
向　

故
郷
之　

神
名
備
山
尓　

明
来
者　

柘
之
左
枝

尓　

暮
去
者　

小
松
之
若
末
尓　

里
人
之　

聞
戀
麻
田　

山
彦
乃　

答
響
萬
田　

霍
公
鳥　

都
麻
戀
為
良
思　

左
夜
中
尓
鳴

　
　
　
　

反
歌

客
尓
為
而　

妻
戀
為
良
思　

霍
公
鳥　

神
名
備
山
尓　

左
夜
深
而
鳴

�

（
一
九
三
七
、
三
八
）

　
　
　
　
　

な
つ
の
う
た
と
も
を
ゑ
い
す

ま
す
ら
を
の
そ
て
た
ち
む
か
ひ　

し
め
し
の
ゝ
か
み
な
ひ
山
に
か

へ
り
か
た
〳
〵

た
ひ
に
し
て
つ
ま
こ
ひ
す
ら
し
ほ
と
ゝ
き
す　

か
ひ
な
ひ
や
ま
に

さ
よ
ふ
け
て
な
く�

（
西
・
二
一
九
、
二
〇
）

　
　

夏
雑
歌
と
も
を
ゑ
い
す

ま
す
ら
を
の　

い
て
た
ち
む
か
ふ　

し
め
の
を
に　

神
な
ひ
山
に

　

あ
け
た
て
は　

く
は
野
さ
ひ
た
に　

ゆ
ふ
さ
れ
は　

こ
ち
し
の

す
ゑ
に　

さ
す
へ
ま
う
ひ　

え
し
さ
ま
な
か
る
な
に

　
　

反
歌

た
ひ
に
い
て
ゝ
つ
ま
こ
ひ
す
ら
し
郭
公　

神
な
ひ
山
に
さ
よ
ふ
け

て
な
く
（
書
・
一
〇
〇
、
〇
一
）

　
　

な
つ
の
さ
う
の
哥
と
も
ゑ
い
す

ま
す
ら
お
の　

い
て
た
ち
む
か
ふ　

し
の
ゝ
め
の　

神
な
ひ
や
ま

に　

あ
け
た
て
は　

く
は
の
さ
ひ
た
に　

ゆ
ふ
さ
れ
は　

か
ち
の

し
す
ゑ
に　

さ
す
ゑ
つ
ま
ん　

う
ひ
す
し　

さ
よ
な
か
に
な
く

　
　

返
哥

旅
に
出
て
ま
つ
こ
ひ
す
ら
し
時
鳥　

神
な
ひ
山
に
さ
夜
中
に
鳴

�

（
陽
・
一
〇
九
、
一
〇
）

　

ま
ず
目
に
つ
く
の
は
、『
萬
葉
集
』
の
長
歌
が
西
本
願
寺
本
で
短
歌
に
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改
変
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
本
文
の
相
違
も
著
し
い
。
た
だ
し
後
者
の
問

題
に
関
し
て
は
、
そ
の
要
因
を
推
測
す
る
こ
と
は
さ
ほ
ど
困
難
で
な
い
。

第
二
句
「
そ4

て
た
ち
む
か
ひ
」
は
他
本
に
「
い4

て
た
ち
む
か
ふ
」
と
あ

り
、
こ
れ
な
ら
ば
萬
葉
歌
の
「
出
立
向
」
と
対
応
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

「
そ
て
た
ち
」
で
は
歌
意
も
不
通
で
あ
る
か
ら
、「
い
（
以
）」
か
ら
「
そ

（
曽
）」
へ
誤
写
さ
れ
た
結
果
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
第
三
句
の
「
故
郷
之
」
を
「
し
め
し
の
ゝ
」
と
す
る
の
は
不
審

で
あ
る
が
、
書
陵
部
本
に
「
し
め
の
を
に
」、
陽
明
文
庫
本
に
「
し
の
ゝ

め
の
」
と
小
異
の
あ
る
歌
句
が
存
す
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
現
存
伝
本

以
前
の
本
文
を
つ
た
え
て
い
る
可
能
性
が
た
か
い
。
す
る
と
、
こ
の
よ
う

な
本
文
が
生
成
さ
れ
た
こ
と
に
は
、
な
ん
ら
か
の
理
由
が
あ
る
と
考
え
る

べ
き
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
小
川
靖
彦
が
指
摘
す
る
桂
本

萬
葉
集
の
つ
ぎ
の
よ
う
な
訓
読
の
例
で
あ
る（

（1
（

。

夏
葛
之　

不
絶
使
乃　

不
通
有
者　

言
下
有
如　

念
鶴
鴨

�

（
巻
四
・
六
四
九
）

た
ま
か
つ
ら　

た
え
ぬ
つ
か
ひ
の　

か
よ
は
ね
は　

こ
と
も
あ
る

こ
と　

お
も
ほ
ゆ
る
か
も

　

初
句
は
あ
き
ら
か
に
「
な
つ
く
ず
の
」
と
訓
む
べ
き
表
記
で
あ
る
が
、

桂
本
は
「
た
ま
か
つ
ら
」
と
す
る
。
小
川
は
こ
の
例
を
「「
絶
ゆ
」
に
か

か
る
枕
詞
と
し
て
一
般
的
な
「
玉
葛
」
に
意
訳
し
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
評

し
て
お
り
、
と
き
に
文
字
に
拘
泥
し
な
い
天
暦
古
点
の
訓
法
の
あ
り
よ
う

の
一
斑
を
し
め
す
も
の
と
指
摘
す
る
。

　

周
知
の
と
お
り
、
天
暦
古
点
は
村
上
天
皇
の
勅
に
よ
り
天
暦
五
年
（
九

五
一
）
に
は
じ
ま
っ
た
『
萬
葉
集
』
の
訓
読
事
業
（「
禁
二
制
撰
和
歌
所

𨷻
入
一
文
」『
本
朝
文
粋
』
巻
十
二
）
で
、
遅
く
と
も
同
十
年
に
は
終
局

し
た
と
み
ら
れ
る
が（

（1
（

、
こ
れ
に
や
や
遅
れ
て
成
立
し
た
と
お
ぼ
し
き
『
赤

人
集
』
に
も
以
下
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

子
等
我
手
乎　

巻
向
山
丹　

春
去
者　

木
葉
凌
而　

霞
霏
霺

�

（
一
八
一
五
）

と
く
か
み
を
ま
き
も
く
や
ま
に
は
る
さ
れ
は　

こ
の
は
る
し
き
て

か
す
み
た
な
ひ
く�

（
西
・
一
二
三
）

鶯
之　

春
成
良
思　

春
日
山　

霞
棚
引　

夜
目
見
侶�

（
一
八
四
五
）

あ
つ
さ
ゆ
み
は
る
に
な
り
ぬ
ら
し　

か
す
が
や
ま
か
す
み
た
な
ひ

く
よ
め
に
み
れ
と
も�

（
西
・
一
四
三
）

　

萬
葉
歌
の
初
句
を
、
そ
れ
ぞ
れ
「
と
く
か
み
を
」、「
あ
づ
さ
ゆ
み
」
と

訓
む
こ
と
は
不
可
能
で
、
い
ず
れ
も
小
川
の
い
う
「
意
訳
」
に
相
当
す
る
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可
能
性
が
た
か
い
。
前
者
の
「
と
く
か
み
を
」
は
歌
語
の
類
例
を
缺
く

が（
（2
（

、「
梳
く
髪
を
（
巻
く
）」
と
い
う
意
識
で
、
枕
詞
と
し
て
第
二
句
「
巻

向
山
丹
」
の
「
巻
」
に
冠
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
後
者
の
「
あ
づ
さ
ゆ
み
（
は
る
）」
の
結
合
は
、『
萬
葉
集
』
巻

十
・
一
八
二
九
番
歌
「
梓
弓
春
山
近
く
」
以
降
、
平
安
和
歌
ま
で
無
数
の

例
が
存
す
る
の
で
、
同
様
に
解
し
た
と
み
て
よ
い
。『
赤
人
集
』
の
「
訓

読
」
に
は
桂
本
（
天
暦
古
点
）
と
同
様
の
発
想
が
み
と
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
う
ち
、
長
歌
の
理
解
に
即
し
て
と
く
に
重
要
な
の
は
、「
梳
く
髪

を
（
巻
く
）」
と
い
う
即
興
的
な
枕
詞
が
『
赤
人
集
』
に
存
す
る
こ
と
だ

ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
第
四
句
の
「
か
む
な
び
山
に
」
は
「
神
の
い
ま
す

と
こ
ろ（

（2
（

」
で
あ
る
の
で
、
こ
の
神
聖
な
山
に
標
を
張
っ
て
占
有
す
る
と
い

う
意
味
で
、「
故
郷
之
」
を
「
し
め
し
の
ゝ
（
標
し
野
の
）」
と
い
う
枕
詞

に
改
変
し
た
と
考
え
る
こ
と
は
、
右
の
よ
う
な
例
か
ら
推
し
て
さ
ほ
ど
難

し
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
例
も
「
意
訳
」
に
相
当
し
よ
う
。

　

ま
た
、
書
陵
部
本
の
「
し
め
の
を
に
」
は
「
標
の
緒
に
」
と
解
せ
る
か

ら
、
西
本
願
寺
本
と
同
様
に
「
神
な
び
山
」
に
む
す
び
つ
け
る
こ
と
は
可

能
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、「
し
め
の
を
に4

神
な
び
山
に
」
と
格
助
詞
ニ
で
次

句
に
か
か
る
の
は
不
審
な
の
で
、
こ
の
本
文
を
生
か
す
場
合
に
は
、
な
ん

ら
か
の
誤
写
が
句
末
に
あ
っ
た
と
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
陽
明
文

庫
本
の
「
し
の
ゝ
め
の
（
東
雲
の
）」
で
は
「
神
な
び
山
」
と
の
連
想
が

絶
た
れ
て
し
ま
う
の
で
、
採
用
す
る
必
然
を
缺
く
。
語
形
は
類
似
し
て
い

る
の
で
、
他
系
統
の
よ
う
な
本
文
か
ら
誤
ら
れ
た
可
能
性
が
た
か
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
西
本
願
寺
本
の
第
四
句
ま
で
は
、
萬
葉
歌
の
本
文
か

ら
派
生
し
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。
問
題
は
結
句
「
か
へ
り
か
た
〳
〵
」

で
、
あ
き
ら
か
に
訓
読
さ
れ
た
歌
句
で
は
な
い
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き

は
、『
萬
葉
集
』
と
ほ
か
二
本
に
共
通
し
て
存
す
る
「
反
歌
」
の
二
字

を
、
西
本
願
寺
本
だ
け
が
缺
く
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
二
一
九
番
歌
が
短

歌
に
改
変
さ
れ
て
い
る
以
上
、
当
然
の
措
置
で
は
あ
る
の
だ
が
、
こ
こ
は

単
な
る
題
詞
（
詞
書
）
の
脱
落
と
見
做
す
べ
き
で
は
な
い
と
お
も
う
。

　

と
い
う
の
も
、
こ
の
「
反
歌
」
が
「
か
へ
り
う
た
」
と
訓
読
さ
れ
、
そ

れ
が
歌
句
に
取
り
こ
ま
れ
、
音
数
律
の
関
係
で
「
か
へ
り
う
た
〳
〵
」
と

な
り
、
さ
ら
に
「
う
」
が
「
か
」
に
誤
ら
れ
た（

（2
（

─
七
音
句
へ
の
改
変
と

誤
写
の
い
ず
れ
が
先
か
は
厳
密
に
は
わ
か
ら
ず
、
順
序
は
逆
か
も
し
れ
な

い
が

─
と
考
え
れ
ば
、
こ
の
不
思
議
な
結
句
の
あ
り
よ
う
は
説
明
す
る

こ
と
が
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。「
反
歌
」
を
「
か
へ
し
う
た
」
と
訓
読
す

る
例
が
『
赤
人
集
』
に
あ
り
（
西
・
三
五
〇
詞
書
）、
題
詞
を
訓
読
す
る

例
が
ほ
か
に
も
多
い
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、「
か
へ
り
か
た
〳
〵
」
は
偶

然
生
ま
れ
た
本
文
で
は
な
く
、「
反
歌
」
が
誤
認
さ
れ
た
結
果
と
み
て
よ

い
だ
ろ
う
。

　

当
該
長
歌
の
成
立
事
情
を
以
上
の
よ
う
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
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れ
ば
、「
反
歌
（
返
哥
）」
と
い
う
詞
書
を
有
す
る
書
陵
部
本
、
陽
明
文
庫

本
は
書
写
年
代
の
先
行
す
る
西
本
願
寺
本
よ
り
も
ふ
る
い
体
裁
を
と
ど
め

て
い
る
と
判
断
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
書
陵
部
本
と
陽
明
文
庫
本
が
長

歌
形
式
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
裏
づ
け
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
三
本
と
も
に
第

三
句
「
故
郷
之
」
を
次
句
に
か
か
る
枕
詞
と
す
る
点
も
念
頭
に
お
け
ば
淵

源
は
同
一
で
あ
り
、
と
す
れ
ば
、
萬
葉
長
歌
が
二
本
の
よ
う
に
「
訓
読
」

さ
れ
、
そ
れ
を
さ
ら
に
短
歌
形
式
に
改
変
し
た
も
の
が
西
本
願
寺
本
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る（

（2
（

。

　

ひ
と
た
び
短
歌
に
改
変
さ
れ
た
も
の
が
長
歌
に
回
帰
す
る
と
す
れ
ば
、

『
萬
葉
集
』
を
参
照
し
た
と
考
え
る
ほ
か
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
は
萬
葉

歌
と
歌
詞
の
相
違
が
著
し
す
ぎ
る
。
陽
明
文
庫
本
を
例
に
と
れ
ば
、
第
六

句
「
く
は
の
さ
ひ
た
に
」
は
本
文
と
の
乖
離
が
著
し
い
が
、
第
七
句
の

「
ゆ
ふ
さ
れ
は
」
ま
で
は
萬
葉
歌
に
ま
ず
忠
実
と
い
っ
て
よ
い
。

　

し
か
し
、
以
降
は
結
句
以
外
ほ
と
ん
ど
整
合
せ
ず
、
句
数
す
ら
あ
っ
て

い
な
い
。
萬
葉
歌
十
六
句
に
対
し
て
陽
明
文
庫
本
が
十
一
句
、
書
陵
部
本

が
十
句
と
『
赤
人
集
』
伝
本
間
で
も
異
同
が
あ
り
、
書
写
過
程
で
の
混
乱

も
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
選
定
さ
れ
た
本
文
と
は
考
え
に
く

く
、
短
歌
形
式
と
す
る
西
本
願
寺
本
を
後
発
的
な
本
文
と
見
做
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。

　

四
　「
詞
書
」
の
残
存
状
況

　

こ
こ
ま
で
は
、
西
本
願
寺
本
の
う
た
本
文
に
関
す
る
問
題
を
中
心
に
指

摘
し
て
き
た
。
し
か
し
、『
萬
葉
集
』
や
他
系
統
と
の
関
係
か
ら
み
て
、

問
題
を
か
か
え
て
い
る
の
は
う
た
本
文
だ
け
で
は
な
く
、
詞
書
（
題
詞
）

や
左
注
に
も
注
意
す
べ
き
点
は
少
な
く
な
い
。
ま
ず
は
巻
十
を
基
準
と
し

て
、
三
系
統
の
標
目
・
詞
書
・
左
注
等
（
以
下
「
詞
書
」
と
略
記
す
る
）

の
残
存
状
況
を
表
示
す
る
。

巻十 陽 書 西 巻十 陽 書 西
1812 標目 × × × 1923 題詞 ⃝ ⃝ ⃝
1818 左注 ○ △ × 1924 題詞 × ⃝ ⃝
1819 題詞 △ × × 1925 題詞 ⃝ ⃝ ⃝
1832 題詞 × × × 1926 題詞 ⃝ ⃝ ⃝
1838 左注 × ⃝ ⃝ 1927 左注 ⃝ ⃝ ⃝
1842 左注 ⃝ ⃝ ⃝ 1936・5題詞 ⃝ ⃝ ⃝
1843 題詞 ⃝ ⃝ ⃝ 1937 標目 ⃝ ⃝ ⃝
1846 題詞 × × × 1937 題詞 ⃝ ⃝ ⃝
1854 題詞 ⃝ ⃝ ⃝ 1938 題詞 ⃝ ⃝ ×
1874 題詞 ⃝ ⃝ ⃝ 1938 左注 ○ ○ ○
1877 題詞 ⃝ ⃝ ⃝ 1964 題詞 ⃝ ⃝ ⃝
1878 題詞 × × × 1965 題詞 ⃝ ⃝ ⃝
1879 題詞 × × × 1966 題詞 × ○ ×
1880 題詞 ⃝ ⃝ ⃝ 1976 題詞 ○ ○ ×
1884 題詞 ⃝ ⃝ ⃝ 1978 題詞 ⃝ ⃝ ⃝
1886 題詞 ○ ○ × 1979 標目 ○ ○ ×
1887 題詞 ⃝ ⃝ ⃝ 1979 題詞 ○ ○ ×
1889 題詞 × × × 1982 題詞 ⃝ ⃝ ⃝
1890 標目 × ⃝ ⃝ 1983 題詞 ⃝ ⃝ ⃝
1896 左注 × × × 1987 題詞 ⃝ ⃝ ⃝
1897 題詞 × × × 1994 題詞 ○ × ×
1899 題詞 × × × 1995 題詞 × × ⃝
1908 題詞 ⃝ ⃝ ⃝ 1996 標目 ⃝ ⃝ ⃝
1909 題詞 ⃝ ⃝ ⃝ 1996 題詞 × × ×
1915 題詞 ⃝ ⃝ ⃝ 2033 左注 × × ×
1919 題詞 × × × 2090 題詞 ⃝ ⃝ ⃝
1922 題詞 ⃝ ⃝ ⃝
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「
○
」
は
「
詞
書
」
残
存
箇
所
、「
×
」
は
脱
落
箇
所
で
あ
る
。
ま
た
、

「
一
九
三
六
・
五
題
詞
」
は
、『
萬
葉
集
』
の
脱
落
歌（

（2
（

「
は
る
か
す
み
た
な

ひ
く
の
へ
に
わ
か
ひ
け
る　

つ
な
は
ま
を
た
え
む
と
な
と
お
も
ふ
な
」

（
西
・
二
一
八
、
他
二
系
統
に
も
小
異
歌
あ
り
）
に
附
さ
れ
た
「
詞
書
」

で
、
便
宜
上
こ
う
呼
称
し
た
。
太
字
と
「
△
」
に
関
し
て
は
、
三
系
統
の

残
存
状
況
と
あ
わ
せ
て
説
明
す
る
。

　

そ
れ
で
は
、『
赤
人
集
』
各
系
統
の
残
存
数
を
確
認
す
る
と
、
巻
十
の

「
詞
書
」
五
十
三
個
に
対
し
て
、
陽
明
文
庫
本
は
三
十
五
個
を
の
こ
し
て

い
る
。
こ
の
う
ち
、
一
八
一
九
番
歌
題
詞
の
「
△
」
は
、
以
下
の
よ
う
な

例
で
あ
る
。

巻
十
・
右
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
歌
集
出
（
一
八
一
八
左
注
）

　
　
　

詠
鳥
（
一
八
一
九
題
詞
）

陽
明
・
柿
本
の
人
丸
う
た
を
ゑ
い
す
（
六
左
注
）

　

陽
明
文
庫
本
「
詞
書
」
の
前
半
は
、
あ
き
ら
か
に
巻
十
・
一
八
一
八
番

歌
左
注
で
あ
る
が
、
後
半
の
「
を
ゑ
い
す
」
は
余
分
で
、
お
そ
ら
く
一
八

一
九
番
歌
題
詞
が
混
入
し
、「
と
り
」
が
脱
落
し
た
の
だ
ろ
う
。
二
種
の

「
詞
書
」
を
合
体
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
例
は
ほ
か
に
も
あ
る
。
先
述
し

た
長
歌
の
「
詞
書
」
の
例
で
、
三
系
統
と
も
に
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

巻
十
・
夏
雑
歌
（
一
九
三
七
標
目
）

　
　
　

詠
鳥
（
一
九
三
七
題
詞
）

赤
人
・�

な
つ
の
さ
う
の
哥
と
も
ゑ
い
す
（
陽
・
一
〇
九
詞
書
）
／
夏

雑
歌
と
も
を
ゑ
い
す
（
書
・
一
〇
〇
詞
書
）
／
な
つ
の
う
た

と
も
を
ゑ
い
す
（
西
・
二
一
九
詞
書
）

　

こ
ち
ら
は
「
と
も
」
か
ら
「
と
り
」
へ
の
誤
写
（
な
い
し
は
意
改
）
の

過
程
が
明
瞭
で
あ
る
。「
△
」
の
例
は
、『
赤
人
集
』
が
「
鳥
」
に
相
当
す

る
箇
所
を
落
と
す
た
め
、
や
や
不
確
実
な
例
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

が
、
同
趣
の
ケ
ー
ス
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
二
例
は
、
三
系
統
が
同
一
祖
本

か
ら
派
生
し
た
と
す
る
山
崎
説
を
補
強
す
る
材
料
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

つ
ぎ
に
書
陵
部
本
で
あ
る
が
、
三
系
統
の
な
か
で
も
も
っ
と
も
多
く
の

三
十
九
個
の
「
詞
書
」
を
と
ど
め
て
い
る
。
た
だ
し
、
一
八
一
八
番
相
当

歌
左
注
の
「
△
」
は
増
補
部
に
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
の
ぞ
く
と
三
十
八
個

と
な
る
。

　

そ
し
て
、
最
古
写
本
で
あ
る
西
本
願
寺
本
は
三
十
二
個
と
、
書
陵
部
本

は
も
ち
ろ
ん
、
陽
明
文
庫
本
と
く
ら
べ
て
も
残
存
数
が
少
な
い
。
と
く
に

注
意
す
べ
き
は
、
太
字
と
し
た
八
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
八
箇
所
は
西
本
願

寺
の
み
「
詞
書
」
が
な
い
、
あ
る
い
は
他
二
系
統
の
ど
ち
ら
か
に
は
「
詞
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書
」
が
あ
る
の
に
西
本
願
寺
本
に
な
い
と
い
う
部
分
で
あ
る
。
以
下
に
、

二
本
に
「
詞
書
」
の
あ
る
五
例
を
提
示
す
る
。

Ａ
懼
逢
（
一
八
八
六
題
詞
）

─
あ
へ
る
を
よ
ろ
こ
ふ
（
陽
・
六
五
、

書
・
五
八
詞
書
）

Ｂ
反
歌
（
一
九
三
八
題
詞
）

─
返
哥
（
陽
・
一
一
〇
詞
書
）、
反
歌

（
書
・
一
〇
一
詞
書
）

Ｃ
問
答
（
一
九
七
六
題
詞
）

─
と
ひ
こ
た
ふ
（
陽
・
一
四
四
）、
と

ひ
う
た
（
書
・
一
三
一
詞
書
）

Ｄ
夏
相
聞
（
一
九
七
九
標
目
）
／
寄
鳥
（
同
題
詞
）

─
「
な
つ
あ
ひ

き
く
と
り
に
よ
す
」（
陽
・
一
四
七
詞
書
、
書
・
一
三
八
詞
書
）

　

Ａ
は
巻
十
の
題
詞
を
そ
の
ま
ま
訓
読
し
た
例
、
Ｄ
も
標
目
と
題
詞
が
一

体
化
し
て
い
る
が
、
文
言
は
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
Ｂ
は
三
節
で
と
り
あ
げ

た
例
で
、「
返
」
と
「
反
」
の
異
同
が
あ
る
が
、「
案
ず
る
に
、
凡
て
此
反

歌
を
そ
ふ
る
事
は
、
短
歌（

（2
（

は
不
能
詠
吟
が
故
、
短
歌
の
お
ほ
よ
そ
を
つ
ゞ

め
て
三
十
一
字
に
詠
む
な
り
。
然
れ
ば
返
も
故
あ
り
。
…
…
い
は
む
や
返

反
の
音
、
調
に
よ
り
て
不
可
改
こ
ゝ
ろ
に
あ
る
歟（

（2
（

」
と
い
う
『
奥
義
抄
』

の
記
述
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
通
用
を
み
と
め
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

Ｃ
は
書
陵
部
本
の
み
相
違
す
る
。
陽
明
文
庫
本
に
は
問
題
が
な
い
の

で
、
書
陵
部
本
の
誤
写
な
ど
を
疑
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
少
し
あ
と
の
「
譬

喩
歌
」（
一
九
七
八
題
詞
）
を
み
る
と
、
書
陵
部
本
に
は
「
た
と
ひ
う

た
」（
一
三
七
詞
書
）
と
あ
る
の
に
、
陽
明
文
庫
本
は
「
と
ひ
哥
」（
一
四

六
題
詞
）、
西
本
願
寺
本
は
「
た
ひ
う
た
」（
二
五
七
詞
書
）
と
小
異
が
あ

り
、
こ
の
程
度
の
誤
写
は
起
こ
り
う
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
巻
十
・
二
〇
八
九
番
歌
は
長
歌
だ
が
、
陽
明
文
庫
本
・
書
陵
部

本
の
相
当
歌
を
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
「
な
か
哥
」（
陽
・
二
三
九
詞
書
）、

「
長
歌
」（
書
・
二
三
〇
詞
書
）
と
い
う
詞
書
が
附
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も

注
目
し
た
い
。
巻
十
は
長
歌
で
あ
っ
て
も
「
長
歌
」
と
い
う
題
詞
は
附
さ

な
い
の
で
、
お
そ
ら
く
『
赤
人
集
』
段
階
で
の
挿
入
で
あ
ろ
う
が
、
陽
明

文
庫
本
と
書
陵
部
本
と
い
う
、
比
較
的
距
離
の
あ
る
伝
本
両
方
に
み
え
る

と
い
う
こ
と
は
、
三
系
統
に
分
か
た
れ
る
以
前
に
附
さ
れ
た
詞
書
で
あ
る

可
能
性
が
た
か
い
。
西
本
願
寺
本
は
こ
の
例
も
缺
い
て
お
り
、
脱
落
し
た

と
お
ぼ
し
い
。

　

つ
ま
り
、
西
本
願
寺
本
は
最
古
写
本
で
は
あ
る
も
の
の
、
本
来
あ
る
べ

き
「
詞
書
」
を
、
書
写
年
代
の
く
だ
る
書
陵
部
本
や
陽
明
文
庫
本
よ
り
も

多
く
脱
落
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
は
、
二
本
が
西
本
願
寺
本
以

前
の
ふ
る
い
内
容
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

逆
に
、
書
陵
部
本
や
陽
明
文
庫
本
が
「
詞
書
」
を
増
補
し
た
と
考
え
る
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こ
と
も
、
理
論
的
に
は
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
場
合
、
校
勘
資
料
は

『
萬
葉
集
』
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、『
萬
葉
集
』
を
参
照
し
た
と

す
る
と
、「
詞
書
」
の
増
補
は
い
か
に
も
中
途
半
端
だ
し
、
脱
落
歌
な

ど
、
ほ
か
に
も
見
直
す
べ
き
箇
所
は
い
く
ら
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
二
本

が
西
本
願
寺
本
を
さ
か
の
ぼ
る
内
容
を
保
持
し
て
い
る
と
考
え
る
方
が
、

蓋
然
性
の
た
か
い
見
方
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

お
わ
り
に

　

以
上
、
西
本
願
寺
本
と
書
陵
部
本
・
陽
明
文
庫
の
本
文
を
対
比
し
、
う

た
の
改
訂
、「
詞
書
」
の
残
存
状
況
と
い
う
観
点
か
ら
、
そ
の
先
後
関
係

を
さ
ぐ
っ
て
き
た
。
本
稿
で
問
題
と
し
た
長
歌
か
ら
短
歌
へ
の
変
遷
、

「
詞
書
」
の
缺
落
と
い
っ
た
諸
要
素
は
、「
書
陵
部
本
系
」、「
陽
明
文
庫
本

系
」
が
、
西
本
願
寺
本
以
前
に
さ
か
の
ぼ
り
う
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い

る
。
も
っ
と
も
書
陵
部
本
増
補
歌
群
と
陽
明
文
庫
本
の
本
文
異
同
が
示
唆

す
る
よ
う
に
、
書
写
が
く
り
か
え
さ
れ
る
な
か
で
、
本
文
が
改
変
さ
れ
て

い
く
場
合
も
あ
る
。
そ
の
過
程
に
つ
い
て
は
ま
た
別
に
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
、
こ
の
二
系
統
が
西
本
願
寺
本
以
前
か
ら
存

し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
念
頭
に
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
二
系
統
の
う
ち
、

「
詞
書
」
の
残
存
数
か
ら
み
れ
ば
、
巻
十
の
姿
を
よ
く
と
ど
め
て
い
る
の

は
書
陵
部
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
系
統
は
、
先
行
研
究
に
徴
し

て
一
節
で
述
べ
た
と
お
り
（
第
一
節
①
・
②
）、
排
列
や
所
収
歌
に
関
す

る
問
題
が
あ
る
。

　

そ
の
点
、
巻
十
の
体
裁
を
も
っ
と
も
よ
く
保
持
し
て
い
る
の
は
陽
明
文

庫
本
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
「
詞
書
」
の
残
存
数
が
書
陵
部
本
を
下
回
る
と

い
っ
た
本
文
上
の
難
点
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
近
世
初
期
写
の
陽
明
文
庫
本

の
問
題
で
、「
陽
明
文
庫
本
系
」
に
敷
衍
す
る
必
要
は
あ
る
ま
い
。「
陽
明

文
庫
本
系
」
自
体
の
古
態
性
は
顧
慮
さ
れ
て
よ
く
、
こ
の
系
統
が
『
赤
人

集
』
の
嚆
矢
に
あ
た
る
可
能
性
は
、
充
分
に
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
巻
十
の
前
半
部
だ
け
と
は
い
え
、『
赤
人
集
』
は
『
萬
葉
集
』

を
訓
読
し
た
ご
く
初
期
の
文
献
で
あ
る
か
ら
、『
萬
葉
集
』
の
本
文
校
訂

に
も
利
用
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
、
は
や
く
佐
竹
昭
広
が
指
摘
し

て
い
る（

（2
（

。
そ
の
指
摘
は
現
在
で
も
有
効
性
を
う
し
な
っ
て
い
な
い
が（

（2
（

、
校

異
に
関
す
る
基
本
文
献
で
あ
る
『
校
本
萬
葉
集
』
で
は
最
古
写
本
で
あ
る

た
め
か
、
西
本
願
寺
の
み
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
本
稿
の
結
論
を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、
西
本
願
寺
本
の
本
文
は

か
な
ら
ず
し
も
最
善
と
は
い
え
ず
、
他
本
も
活
用
し
て
こ
そ
、
充
分
な
本

文
校
訂
が
可
能
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
来
な
ら
ば
校
訂
の
実

態
を
考
察
し
、
そ
の
有
用
性
を
指
摘
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
紙
幅
の
余
裕
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も
な
く
、
本
文
校
訂
の
具
体
相
の
検
証
に
関
し
て
は
他
日
を
期
す
こ
と
に

し
た
い（

（2
（

。

　

な
お
『
赤
人
集
』
に
関
し
て
は
、
本
稿
の
論
点
と
は
別
に
、
ど
う
し
て

巻
十
抄
本
に
赤
人
の
名
が
冠
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
成
立
に

関
す
る
疑
問
を
は
じ
め
、
未
解
決
の
問
題
が
多
く
の
こ
さ
れ
て
い
る
。
同

時
期
に
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
る
『
人
麿
集（

（3
（

』
や
『
家
持
集（

（3
（

』
と
も
合
わ

せ
て
、
平
安
時
代
に
お
け
る
『
萬
葉
集
』
の
享
受
、
萬
葉
歌
の
利
用
と

い
っ
た
面
か
ら
言
及
す
べ
き
こ
と
が
ら
は
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ

こ
ま
で
は
踏
み
こ
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
が
今
後
の
課
題
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
本
稿
を
終
え
る
。
大
方
の
ご
批
正
を
仰
ぎ
た
い
。

　
注（１

）
竹
下
豊
「
解
題
（
赤
人
集
）」（『
新
編
私
家
集
大
成
』
日
本
文
学w

eb

図
書
館
）、

藤
田
洋
治
「
赤
人
集
」（『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
日
本
文
学w

eb
図
書
館
）

（
２
）
第
二
類
本
は
書
陵
部
蔵
本
の
親
本
に
あ
た
る
資
経
本
「
山
辺
集
」
が
存
す
る
の

で
、「
資
経
本
系
統
」
と
呼
称
す
る
方
が
妥
当
で
は
あ
る
が
、
前
掲
（
１
）
竹
下

の
分
類
に
し
た
が
う
。

（
３
）
久
曾
神
昇
『
三
十
六
人
集
』（
塙
書
房
・
一
九
六
〇
）、
新
藤
恊
三
「
三
十
六
人

集
」（『
和
歌
文
学
大
辞
典
』）

（
４
）
小
林
一
彦
「
資
経
」（『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）

（
５
）
国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
陽
明
文
庫　

王
朝
和
歌
集
影
』（
勉
誠
出
版
・
二
〇
一

一
）

（
６
）
山
崎
節
子
「
陽
明
文
庫
（
一
〇
・
六
八
）「
赤
人
」
に
つ
い
て
」（『
和
歌
文
学
研

究
』
第
四
十
七
号
・
一
九
八
三
）

（
７
）
拙
稿
「
平
安
時
代
中
期
に
お
け
る
『
萬
葉
集
』
伝
来
の
一
様
相

─
西
本
願
寺
本

『
赤
人
集
』
の
形
態
を
徴
証
と
し
て

─
」（『
上
代
文
学
』
第
一
一
四
号
・
二
〇

一
五
）
で
は
、
多
く
の
例
を
あ
げ
て
こ
の
点
を
確
認
し
て
い
る
。

（
８
）
前
掲
（
７
）

（
９
）『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
』
第
九
十
一
巻
（
朝
日
新
聞
社
・
二
〇
一
五
）

（
10
）
田
中
登
「
三
た
び
真
観
本
私
家
集
に
つ
い
て
」（
前
掲
（
９
）
所
収
）

（
11
）
竹
下
「
赤
人
集　

唐
草
表
紙
本
」（
前
掲
（
９
）
所
収
）

（
12
）
前
掲
（
６
）

（
13
）
山
崎
「
赤
人
集
考
」（『
國
語
國
文
』
第
四
十
五
巻
第
九
号
）

（
14
）
前
掲
（
７
）。
同
論
で
は
、
平
仮
名
別
提
訓
本
の
巻
十
抄
本
が
、
漢
詩
題
と
和
歌

を
交
互
に
排
す
る
『
千
里
集
』
と
外
観
が
近
似
す
る
た
め
、
合
冊
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
と
推
定
し
た
。

（
15
）
藤
田
「
三
十
六
人
集
の
本
文
改
訂 

試
論

─
陽
明
文
庫
（
サ
・
六
八
）
本
を
中

心
に

─
」（『
和
歌　

解
釈
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
』
笠
間
書
院
・
一
九
九
六
）

（
16
）
前
掲
（
15
）

（
17
）『
赤
人
集
』
が
巻
十
の
訓
読
の
結
果
と
し
て
生
ま
れ
た
歌
集
で
あ
る
こ
と
は
、
拙

稿
「『
萬
葉
集
』
伝
来
史
上
に
お
け
る
『
赤
人
集
』
の
位
置
」（『
古
代
中
世
文
学

論
考
』
第
三
十
集
・
新
典
社
・
二
〇
一
四
）、「
仮
名
萬
葉
文
献
と
し
て
み
た
『
赤

人
集
』

─
『
萬
葉
集
』
本
文
校
訂
の
可
能
性
を
さ
ぐ
る

─
」（『
國
語
國
文
』

第
八
十
四
巻
第
七
号
・
二
〇
一
五
）
で
詳
述
し
た
。
新
沢
典
子
「
赤
人
集
と
次
点

に
お
け
る
万
葉
集
巻
十
異
伝
の
本
文
化
」（『
上
代
文
学
』
第
一
一
四
号
・
二
〇
一

五
）
に
も
指
摘
が
あ
る
。

（
18
）
小
川
靖
彦
「
天
暦
古
点
の
詩
法
」（『
萬
葉
学
史
の
研
究
〔
第
二
刷
〕』
お
う
ふ
う
・

二
〇
〇
八
、
初
出
一
九
九
九
）

（
19
）
熊
谷
直
春
「
秘
閣
に
お
け
る
源
順

─
後
撰
集
と
古
点
作
業
完
成
の
時
期

─
」

（『
平
安
朝
前
期
文
学
史
の
研
究
』
桜
楓
社
・
一
九
九
二
、
初
出
一
九
七
二
）。
山

口
博
「
後
撰
和
歌
集
の
成
立
」（『
王
朝
歌
壇
の
研
究 

村
上
・
冷
泉
・
円
融
朝
篇
』
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櫻
楓
社
・
一
九
六
七
、
初
出
一
九
六
三
）
は
、
天
暦
七
年
（
九
五
三
）
終
局
と
下

限
を
さ
か
の
ぼ
ら
せ
る
が
、
こ
こ
で
は
十
世
紀
中
葉
と
特
定
で
き
れ
ば
よ
い
の

で
、
こ
れ
以
上
は
穿
鑿
し
な
い
。

（
20
）「
和
歌
＆
俳
諧
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」（
日
本w

eb

図
書
館
）
で
の
検
索
結
果
に
よ
る
。

（
21
）
菊
地
義
裕
「
神
奈
備
」（『
上
代
文
学
研
究
事
典
』（
お
う
ふ
う
・
一
九
九
六
）

（
22
）
誤
写
で
は
な
く
、「
帰
る
方
々
よ
」（
和
歌
大
系
）
と
解
し
て
の
意
改
と
も
考
え
ら

れ
る
が
、
字
体
も
近
似
し
て
お
り
、
誤
写
と
み
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

（
23
）
ど
う
し
て
短
歌
形
式
と
さ
れ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
素
寂
本
人
麿
集
に
「
ナ
ツ
ノ

サ
ウ
フ
ヲ
ヱ
イ
ス
／
マ
ス
ラ
ヲ
ノ
イ
テ
タ
チ
ム
カ
フ
シ
ノ
ヽ
メ
ニ
カ
ミ
ナ
ヒ
ヤ
マ

ニ
」（
六
八
六
）
と
あ
る
の
は
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
詞
書
が
『
赤
人
集
』
と

同
様
に
『
萬
葉
集
』
の
標
目
と
題
詞
を
合
体
さ
せ
た
形
と
な
っ
て
お
り
、
第
三
句

が
「
シ
ノ
ヽ
メ
ニ
」
と
さ
れ
、
し
か
も
短
歌
形
式
だ
か
ら
西
本
願
寺
本
と
の
親
近

性
は
疑
え
な
い
。
肝
心
の
結
句
を
缺
く
こ
と
も
あ
り
、
先
後
関
係
は
特
定
し
が
た

い
が
、
一
方
が
も
う
一
方
に
依
拠
し
た
可
能
性
は
た
か
い
で
あ
ろ
う
。

（
24
）
脱
落
歌
に
関
す
る
先
行
研
究
等
に
つ
い
て
は
、
前
掲
（
17
）
拙
稿
「『
萬
葉
集
』

伝
来
史
上
に
お
け
る
『
赤
人
集
』
の
位
置
」
に
詳
述
し
た
。

（
25
）『
奥
義
抄
』
で
の
「
短
歌
」
は
現
在
の
「
長
歌
」
を
指
す
。
こ
の
呼
称
が
『
古
今

集
』
の
影
響
を
こ
う
む
る
こ
と
は
、
浅
田
徹
「
長
歌
」（『
和
歌
文
学
大
辞
典
』）

に
肝
要
な
説
明
が
あ
る
。

（
26
）『
日
本
歌
学
大
系
』
第
一
巻
（
風
間
書
房
・
一
九
五
六
）

（
27
）
佐
竹
昭
広
「
萬
葉
集
本
文
批
判
の
一
方
法
」（『
萬
葉
集
抜
書
』
岩
波
現
代
文
庫
・

二
〇
〇
〇
、
初
出
一
九
五
二
）

（
28
）
工
藤
力
男
「
孤
字
と
孤
語

─
萬
葉
集
本
文
批
評
の
一
視
点

─
」（『
萬
葉
集
校

注
拾
遺
』
笠
間
書
院
・
二
〇
〇
八
、
初
出
一
九
八
八
）

（
29
）
本
文
校
訂
の
成
果
に
関
す
る
一
端
は
、
前
掲
（
17
）
拙
稿
「
仮
名
萬
葉
文
献
と
し

て
み
た
『
赤
人
集
』」
に
し
め
し
た
。

（
30
）
藤
田
「
人
麿
集
」（『
和
歌
文
学
大
辞
典
』）

（
31
）
鐡
野
昌
弘
「
家
持
集
と
万
葉
歌
」（『
こ
と
ば
が
拓
く　

古
代
文
学
史
』
笠
間
書

院
・
一
九
九
九
）
は
、『
家
持
集
』
は
ほ
か
二
集
よ
り
も
や
や
成
立
が
遅
れ
る
と

推
定
し
て
い
る
。『
拾
遺
集
』
や
『
古
今
和
歌
六
帖
』
と
の
関
係
も
ふ
く
め
て
、

萬
葉
歌
人
の
名
を
冠
し
た
三
集
の
成
立
に
関
し
て
は
な
お
検
討
す
べ
き
問
題
が
多

い
が
、
こ
こ
で
は
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。


